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環境コミュニケーション
私たちは単にマクドナルドの環境対策を実施することだけが、環境に対する

仕事とは考えていません。お客様や広く社会のみなさまに環境について啓発

し、ともに環境行動を行い広めていくことも重要な仕事と考えています。お

客様にご協力いただいた「レジ袋・紙ナプキン削減キャンペーン」や「簡易包

装」などは日々の店舗活動における代表的な行動だと考えています。

2008年ではその他にも、環境省主催の「めざせ！１人、１日、１kgCO2削

減」運動に協賛し、2008年６月に全国の店舗でホームページや携帯サイト

内にある「私のチャレンジ宣言」への参加を促すキャンペーンを実施しました。

また、2008年7月には北海道洞爺湖でサミットが開催されました。これを

受けて北海道内のマクドナルド全店で洞爺湖サミットを応援する「サミット

Ecoキャンペーン」を実施しました。具体的には環境省が呼びかける「CO2削

減／ライトダウンキャンペーン」（看板や照明の一部を消すキャンペーン）へ

の参加や、エコ啓発絵本「ハッピーブック（エコロジー篇）」の無料配布を行

いました。この「ハッピーブック（エコロジー篇）」は未就学から小学校低学年

のお子様を対象にした冊子で、絵本の形式で地球温暖化防止についてやさし

く解説したものです。これを全国のマクドナルドで約88万冊配布しました。

その他にも地球温暖化防止を題材にした「ドナルドのエコ教室」を試験的に実

施し、今後の展開の検討も進めています。

情報の開示や発信も重要な環境コミュニケーションといえます。ホームペー

ジにおける環境情報の掲出や、CSRレポートに代表される冊子等による情報

開示にも積極的に取り組んでいます。また、2008年はテレビコマーシャル

「暮らしの中の見えないエコ篇」を製作し放映しました。

これら環境コミュニケーション活動は企業にとって欠くことのできない重要

な活動であり、企業の社会的責任のひとつとして認識し、今後とも積極的な

推進に努めていきます。

環境省協賛トレイマット

レジ袋・紙ナプキン削減キャンペーン

　　ハッピーブック（エコロジー篇）

ドナルドのエコ教室
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エコロジー

マクドナルドにおける生物多様性

環境問題に関して、現在世界的に生物多様性といった観点が重要視されるようになってき
ています。日本においても2008年6月に「生物多様性基本法」が施行されました。
この基本法において、生物の多様性は、多様な生物が存在するとともに、これを取り巻く
大気、水、土壌などの環境の自然的構成要素との相互作用によって多様な生態系を形成し
ており、人類は、それらがもたらす恵沢を享受することにより生存しており、生物多様性
は、人類存続の基盤となっている、といった基本的な認識を前文に明記し、生物多様性の
保全等に関する施策を総合的かつ計画的に推進することを謳っています。 
マクドナルドは食を通じて、世界中の多くの自然の恩恵を享受し、お客様に安全・安心を
お届けしている企業として、理念を共有し、取り組みを進める必要があると考えています。
マクドナルドにおいては、グローバルサプライチェーンとして直接・間接的に生物多様性
と関係を持っています。適正な管理のもとで育成された原材料を吟味し、自然環境の破壊
を促すことのないようにしています。また、世界各地において試みられている多様性保全
の取り組みに対し協力を行い、貴重な地球を将来にわたって引き継いでいけることができ
るよう取り組みを進めています。

国際NGOコンサベーション・インターナショナル（CI）への支援

コンサベーション・インターナショナル（CI）は、地球が長い年月をかけて育んできた自然
遺産としての生物多様性を保全し、人間社会と自然が調和して生きる道を具体的に示すこ
とを我々のミッション（使命）とする国際環境NGOです。
人と自然の共生を目指して、生物多様性ホットスポットと呼ばれる生態系が非常に豊か
でありながら破壊の危機に瀕している地域を中心に、世界40カ国以上で活動をしており、
日本マクドナルドは、1995年以来、コンサベーション・インターナショナル・ジャパン
の活動を支援しています。マクドナルドが取り組む環境問題についての協力や、国際的な
環境情報の提供を受けるなどさまざまな協力関係を構築しています。
CIは、政府や企業、ほかのNGOなどとのパートナーシップが不可欠と考え、さまざまな
企業の温暖化対策（気候変動は生物多様性破壊と相互に密接な関係があります）や環境経営
についても、一緒に考えています。そして、何よりも現地コミュニティとの協力を重視し、
持続可能な社会の実現を目指して国際的な保全活動に取り組んでいます。

名称：コンサベーション・インターナショナル・ジャパン
代表：日比保史（ひびやすし）
住所： 〒163-1339 東京都新宿区西新宿 6-5-1 新宿アイランドタワー 39階
電話：03-6911-6640
Eメール： ci-japan@conservation.org
ホームページ：http://www.conservation.or.jp/ ©CI/Bill Konstant




